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BSEの飼料規制につきましては、飼料の製造・使用段階における分別管理を徹底する等

のリスク管理措置を講じることを前提としつつ、最新の科学的知見に基づくリスク評価

の結果を踏まえて、牛肉骨粉の養魚用飼料への利用を再開するなど、順次、飼料規制の

範囲の見直しを行ってきました。 

今般、農業資材審議会や食品安全委員会等より、安全上に問題がないとの評価結果が

得られたことから、農林水産省は、１０月３日、牛肉骨粉の鶏・豚用飼料への利用を再

開しました。 

詳しくは、生産者及び消費者向けのチラシとともに、以下の農林水産省 HPをご覧くだ

さい。 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/tikusui/siryo/bse.html 

今後は、牛肉骨粉を扱うレンダリング工場及び飼料工場に対して、農林水産省及び独

立行政法人農林水産消費安全技術センター（FAMIC）が安全確認を実施の上、冬頃に、牛

肉骨粉を含む鶏・豚用飼料の製造の認可を一斉に出す見込みです。 

 

【お問い合わせ先】 

農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課 

森垣・伊藤 

電話 03-3502-8702 

メールアドレス feed@maff.go.jp 
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